
（別紙３）

〜 2025年12⽉5⽇

（対象者数） 29 （回答者数） 21

〜 2025年12⽉10⽇

（対象者数） 4 （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ⼦ども⼀⼈⼀⼈の⽬標設定や挑戦がしやすいような環境設
定

2 ほかの児童とコミュニケーションの機会の提供、職員の補
助、適度な声掛けをしていく

3 引き続き児童が興味を持ちながら挑戦できるような内容を
考え、提供していきたい

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
集団での参加が困難、もしくは嫌がっている児童に対して
は、その児童が、その瞬間で出来ることを⾒つけ、様⼦を
⾒ながら声掛けをし、促していく。

2

２度の確認、チェックを⾏います。
朝礼・昼礼・終礼で確認し、パート職員への通達できる流
れを作る

3 ガリレオ間の交流は今後も⾏っていきたい。他の⽀援事業
所については、今後機会があれば⾏っていく。

⼦どもが安⼼して通い、⼀⼈⼀⼈の「できた」を経験できる
ように取り組んでいる。

⼦どもの特性やレベルに合わせて達成感を得られるような⽀
援・関わりを⾏っている

利⽤児童が落ち着いて活動している。

学習をメインに療育しており、ほとんどの療育が座って⾏う
ことがメインとなっている。
途中でブレイクタイムを⼊れながら、少しずつ集中できる時
間を伸ばしている。
また、集団療育の為、ほかの児童への注視や意⾒の発表・交
換等⾏い、コミュニケーションの練習の機会を増やしてい

プログラム内容の充実
曜⽇ごとの療育に⼒を⼊れており、⽇曜⽇や祝⽇などは、お
出掛けや⾷育・⼯作を⾏い、利⽤児童が興味を持ちながら挑
戦をする機会を提供している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

ほかの⽀援事業所との関わりや保護者間の関わりが薄い。そ
ういった機会が少ない。

ガリレオの事業所同⼠では交流を⾏っているが、他の⽀援事
業所とは密に関わりがない。保護者会の開催を⾏っていな
い。

学年の差がある際の療育内容の難しさがある。 利⽤者様の学年の幅が広がったため。

⼈為的ミスがある。 確認不⾜とパート職員への通達漏れ。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 年 ⽉ ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間 2025年11⽉5⽇

○事業所名 放課後等デイサービス ガリレオ 

○保護者評価実施期間

○保護者評価有効回答数

2025年11⽉5⽇

事業所における⾃⼰評価総括表公表


